
第２回次期総合振興計画（区の将来像）に係る西区検討懇話会

次  第

日 時 平成３１年１月１８日（金） 

午後２時から 

場 所 西区役所 ２階 大会議室  

１ 開会

２ 意見交換

(1) 西区の将来像改定素案たたき台について

３ 閉会
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第１回西区検討懇話会と市民ワークショップにおける主なご意見

※黒字は区検討懇話会、赤字は市民ワークショップからの主な意見。 

※「まちづくりのポイント」、「将来像」、「その他のご意見（特に特定するポイントがない

場合など）」の視点で分類した。 

※黄色の網掛けは、「区の将来像たたき台（案）」（資料２）作成の際、特に留意した意見。 

※「まちづくりのポイント」に関する主な意見は、次期総合振興計画（案）の該当する 

「ポイントの説明書き」で分類した。（資料２の「( )」の番号を参照）

【Ⅰ】西区における「課題」、「将来への期待」、「まちづくりのポイント」に関する

ご意見 

１安全で、安心して暮らせるまちづくり 

(1)歩道や街灯などの充実やバリアフリーのまちづくり 

１ 公共施設のバリアフリー化を進めてほしい。 

(2)歩行者が安心して通行できる生活道路の整備 

１ 生活道路、区の中心道路ということを考えながら道路の改善を進めていく必要があ

る。（道路が狭い、危険） 

(3)鉄道駅や主要施設を結ぶ交通ネットワークの充実 

１ コミュニティバスが将来的に西区全体を循環し、皆の生活が便利になると良い。 

２ 南北に道を通すなど交通網を充実させたい。 

３ 高齢化に備え公共交通網を重視する必要がある。 

４ コミュニティバスについて、運行時間や運賃を改善すれば利用率が上がるのでは。 

５ 公民館の老朽化対策や公民館への道路整備が課題となっている。 

６ コミュニティバスが活用できている 

７ 都心部に行きやすい 

８ 公共交通網のルート及び整備 

９ 公共交通網の充実 

(4)災害や犯罪などに対する安全性の向上 

１ 災害時に増加している人口を収容できる施設が必要ではないか。 

(5)公共用水域の水質保全のための公共下水道の普及と利用促進、公園やコミュニティ関連

施設など公共施設が身近に利用できる環境の整備 

１ まちづくりのポイント１について、下水の「普及」は「利用促進」ではないか。 

資料１ 
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２活力あるまちづくり 

(1)生活に密着した商業、都市農業など、区の特色を生かした産業の育成 

１ 農産物のブランド化を試みたいと考えている。 

２ 将来的に区役所から北に商店街が出来ればと考えている。 

３ 商店街、商業施設が少ない 

４ 地元農産物のブランド化 

５ 店舗誘致 

６ 農業体験 

(2) 生産者、消費者、行政が連携した地産地消の推進 

(3) 鉄道駅周辺の整備による活性化 

１ 造成事業が終了した後はどの様にまちづくりをしていくのかあらかじめ検討を行っ 

ておくべき。 

２ 西大宮駅南側の区画整理推進をお願いしたい。 

３ 西大宮付近の開発 

(4) 区の特色を生かした学習活動やスポーツ、健康づくりや施設の機会の充実 

１ 地元の住人が優先的に使用できる体育館や運動場（施設）があると良い。 

２ 「緑と水」で人を呼び込む仕組みが出来ないかと考えている。 

(5) 三橋総合公園などの特色ある公園を生かした交流の場づくり 

(6) 民俗芸能等の無形文化財や史跡等の有形文化財の活用による地区の魅力の向上 

１ 文化資源の継承（地元の人以外にも） 

(7) 市民参画のまちづくりに向けた、ボランティア活動に関わるネットワークの支援 

３子育てしやすいまちづくり 

(1) 子育て世代に合った保健福祉、教育、交流の充実 

１ 子育てしやすい 

(2) 共働き世帯の増加と少子化の流れに対応し、区民による支え合いの仕組みなども取り

入れ、仕事と家庭を無理なく両立できる子育て支援の充実 

(3) 公共施設などを活用した、多世代交流の機会づくりや子ども・青少年の活動機会の充

実 
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４高齢者が生き生きと生活できるまちづくり 

(1) 高齢者が社会活動に参加できる機会や高齢者の健康づくりの充実 

(2)行政と地域住民や民生児童委員、地区社会福祉協議会、地域包括支援センターの連携・ 

協力などを通じ、高齢者の自立した生活を見守る環境の整備 

１ 高齢化に対応して様々サービスが求められる中で社協あり方の見直しが必要と考え 

ている。 

２ 家族の介護が難しい中、介護する人材をいかに確保していくのか計画に盛り込みた 

い。 

３ 地域福祉の取組みにおいて、社会福祉協議会との連携について言及すべきではない 

か。 

４ 連携の中で、情報の共有のため「行政」との言葉も入れたい。（地域包括支援セン 

ター） 

５ 地域の人々との関わりが薄い 

５環境と共生したまちづくり 

(1) 雑木林や川、貴重な動植物などの豊かな自然を残し、生かすまちづくり 

１ 自然が多い 

２ 緑と共生するまちづくり 

(2) 自然環境と調和したまちづくりに向けた、農地の保全と休耕地の有効活用 

１ 休耕地等、農地の有効活用を進めていきたい。 

２ 中古の農機を使用してはいかがか。 

３ 休耕地を団体等が借りる取組み例はあるのだろうか。 

４ （休耕地を団体等が借りる取組みとして）学校で利用すると教科書にないことも学 

 べ教育に良いのでは。 

(3) 市民参加による自然環境の保全 

(4) 豊かな自然と歴史文化にふさわしい景観の保全及び史跡の維持、保存 

(5) 水辺を生かした環境の整備 

１ びん沼の水辺をいかした活性化の方法について考えていただきたい。 

(6) 区の花アジサイを生かした環境の整備 

１ アジサイ祭り 

(7) 自然環境を生かしたサイクリングロードの整備 

１ 自転車道のネットワークを作る、ということがあっても良いのでは。 



4 

【Ⅱ】「西区の将来像」の見直しに関するご意見 

１ 市街化調整区域の在り方等、まちづくりの将来像が見えてこないので、地域をどう 

 活性化するのか見えてこない。 

２ 文化の中心、軸がどこにあるのかぼやけているように思う。 

３ 市の計画と区の計画を合わせて夢のある姿を描きたい。 

【Ⅲ】その他のご意見（特に特定するポイントがない場合など）

１ 人口が増加する中にあって、長期的な視点として JR 川越線の複線化を考えていかな 

 くてはいけない。 

２ 財政状況を加味しながら計画を作成する必要がある。 

３ 文化的な行事を催す施設が区内に無く必要ではないか。 

４ コミュニティタクシーの値段が課題となっており、他区も含め行政と共に取組んで 

 いるところだ。 

５ アクティブチケットの利用先が限られており課題である。 

６ 社協のボランティアは有償化すべきと考えている。 

７ 公民館の管理方法、利用方法に課題がある。 

８ ネット社会やキャッシュレス化に高齢者がどう対応していくか、次期計画には盛り 

 込んでいただきたい。 

９ 伝統は守り育てていかなくてはいけないが、区の取組みに感謝している。 

１０ 人を呼び込むためには区の中心となる施設を作るべきではないかと考えている。 

１１ 他の地域から来るような魅力的な道の駅が作れないだろうか。 

１２ 大宮アルディージャのブランド

１３ 若者、外国人が来たいと思える魅力的な場所が少ない

１４ 道の駅の設置 



資料２ 

「西区の将来像改定素案たたき台」（後期基本計画→次期総合振興計画） ※変更箇所は赤字

後期基本計画 次期総合振興計画 

将

来

像

豊かな自然と歴史文化を活かす すべての人と生活にやさしい 

潤いあるまちづくり 

水と緑と花が象徴する豊かな自然環境、それに囲まれた潤いある住環境、歴史に根ざした地域文化、地域コミ

ュニティの温かさなど西区の特性が調和したまちを実現するとともに、地域住民による主体的な取組を基礎と

して、すべての人々が共に生きるまちづくり、協働によるまちづくりを進め、区民が心豊かに誇りをもって住

み続けられるまちを実現します。

豊かな自然と歴史文化を活かす すべての人と生活にやさしい 

潤いあるまちづくり 

水と緑と花が象徴する豊かな自然環境、それに囲まれた潤いある住環境、歴史に根ざした地域文化、地域コミ

ュニティの温かさなど西区の特性が調和したまちを実現するとともに、地域住民による主体的な取組を基礎と

して、すべての人々が共に生きるまちづくり、協働によるまちづくりを進め、区民が心豊かに誇りをもって住

み続けられるまちを実現します。

ま

ち

づ

く

り

の

ポ

イ

ン

ト

１. 安全で、安心して暮らせるまちづくり 

(1)歩道や街灯などの充実やバリアフリーのまちづくり
(2)鉄道駅や主要施設を結ぶ交通ネットワークの充実
(3)災害や犯罪などに対する安全性の向上
(4)公共用水域の水質保全のための公共下水道の普及、公園やコミュニティ関連施設など公共施
設が身近に利用できる環境の整備

２. 活力のあるまちづくり 

(1)生活に密着した商業、都市農業など、区の特色を生かした産業の育成
(2)生産者、消費者、行政が連携した地産地消の推進
(3)鉄道駅周辺の整備による活性化
(4)区の特色を生かした学習活動やスポーツ、健康づくりの機会の充実
(5)三橋総合公園などの特色ある公園を生かした交流の場づくり
(6)豊かな自然と歴史文化にふさわしい景観の保全、文化財や史跡の活用と維持、保存による地
区の魅力向上

(7)市民参画のまちづくりに向けた、ボランティア活動に関わるネットワークの支援

３. 子育てしやすいまちづくり 

(1)子育て世代にあった保健福祉、教育、交流の充実
(2)共働き世帯の増加と少子化の流れに対応し、区民による支え合いの仕組みなども取り入れた、
仕事と家庭を無理なく両立できる子育て支援の充実

(3)公共施設などを活用した多世代交流の機会づくりや、子ども・青少年の活動機会の充実

４. 高齢者が生き生きと生活できるまちづくり 

(1)高齢者が社会活動に参加できる機会や高齢者の健康づくりの充実
(2)地域住民や民生児童委員、地区社会福祉協議会との連携・協力などを通じた高齢者の自立し
た生活を見守る環境の整備

５. 環境と共生したまちづくり 

(1)雑木林や川、貴重な動植物などの豊かな自然を残し、生かすまちづくり
(2)自然環境と調和したまちづくりに向けた、農地の保全と休耕地の有効活用
(3)市民参加による自然環境の保全

１. 安全で、安心して暮らせるまちづくり 

(1)歩道や街灯などの充実やバリアフリーのまちづくり
(2)歩行者が安心して通行できる生活道路の整備
(3)鉄道駅や主要施設を結ぶ交通ネットワークの充実
(4)災害や犯罪などに対する安全性の向上
(5)公共用水域の水質保全のための公共下水道の普及と利用促進、公園やコミュニティ関連施設
など公共施設が身近に利用できる環境の整備

２. 活力のあるまちづくり 

(1)生活に密着した商業、都市農業など、区の特色を生かした産業の育成
(2)生産者、消費者、行政が連携した地産地消の推進
(3)鉄道駅周辺の整備による活性化
(4)区の特色を生かした学習活動やスポーツ、健康づくりや施設の充実
(5)三橋総合公園などの特色ある公園を生かした交流の場づくり
(6)民俗芸能等の無形文化財や史跡等の有形文化財の活用による地区の魅力向上
(7)市民参画のまちづくりに向けた、ボランティア活動に関わるネットワークの支援

３. 子育てしやすいまちづくり 

(1)子育て世代に合った保健福祉、教育、交流の充実
(2)共働き世帯の増加と少子化の流れに対応し、区民による支え合いの仕組みなども取り入れた、
仕事と家庭を無理なく両立できる子育て支援の充実

(3)公共施設などを活用した、多世代交流の機会づくりや子ども・青少年の活動機会の充実

４. 高齢者が生き生きと生活できるまちづくり 

(1)高齢者が社会活動に参加できる機会や高齢者の健康づくりの充実
(2)行政と地域住民や民生児童委員、地区社会福祉協議会、地域包括支援センターの連携・協力
などを通じ、高齢者の自立した生活を見守る環境の整備

５. 環境と共生したまちづくり 

(1)雑木林や川、貴重な動植物などの豊かな自然を残し、生かすまちづくり
(2)自然環境と調和したまちづくりに向けた、農地の保全と休耕地の有効活用
(3)市民参加による自然環境の保全
(4)豊かな自然と歴史文化にふさわしい景観の保全及び史跡の維持、保存
(5)水辺を生かした環境の整備
(6)区の花アジサイを生かした環境の整備
(7)自然環境を生かしたサイクリングロードの整備


